
令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料

活動団体名：一般社団法人 スマート・テロワール協会

活動地域 ：長野県・北信地域
（長野県小布施町を核として、長野市、高山村、須坂市、中野市、飯綱町、飯山市、信濃町、木島平村、栄村）

北信スマートテロワール
～農業を核とした自立（自律）分散型農村による共（競）創ネットワーク

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む ✓



活動団体紹介・目指す地域の姿

スマート・テロワールの定義

● テロワールとは

ただの自然ではない：地元の人によって、使用される土地のこと

ただの農地ではない：農業的な適性（土壌、気候、地形など）や

農業技術の良し悪しの観点から考察される特定地域の土地のこと

ただの地元産ではない：そこで産出され・加工される農産物・食

品・飲料が、その土地（農地、農村、地域）を表現する。景観やライフスタイル、味
わい、消費モデル。

● 「スマート（賢明な・洗練された・活発）」な「テロワール」とは

日本全体で、人口30～40万人規模の「農村地域経済圏」を定め、「スマー
ト」（賢明＋洗練＋活発）に「テロワール」を実現する「美しく・個性的で・豊

穣な地域自給圏」を創造していくこと。
元 カルビー(株)相談役松尾雅彦

北信
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活動団体紹介・目指す地域の姿

33

〇戦略的都市計画と資源の掛合わせ

3

〇地域のレジリアンス 災害復興のための、しなやかな強さ

〇環境にやさしくサスティナブルなインフラ

小布施 

 ー ー     グ〇小布施 ーキュ  コ ミー

～ご を ロに、ゴミ  資源に

〇アグリレガシーの保管



地域のあ た 未来の 現のために今年度取  んだこと①
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事業名称 人   【飯山市】木  人  成 ロ  クト 間伐  小    

事業の
あらすじ・
ストーリー

   の  で 、    わ て               の        と  て る  の  の  の  に 関
わる  の   、 関わり く る 業の      で る  に       の 生を  に、 の      の を り
 すプ    を    づか   できる    プ  ラムを  する 
〇 業に関わる方 け く、 くの   の事を り と関わる と   と  、 の      の を り すプ   に参 
 里 との関 を   する 
〇    の 生を  に、  資源を  に  する  遣（づか）   できる  を   ます 

今年度の
取組

進捗状況 キックオフミーティングの頃に想定していた目標やスケジュールに対する進捗状況・達成状況を記載ください。

間伐 を伐 出し  した木 を  、  ログ 
ムを継 的に  活動拠点として、NPO法人   
スト     の敷地内に 修の拠点を整 する。
拠点   には、 築 生 可能 限 関 ること
 、 常は体      て方や造  どの 業を
行 （夏季 暇期間 ど10 間   ー  ッ ）
 た、専門職の関連する 業   ること 、  
を  る基 的  ロ スを  こと   る。
古    すること  の  に貢献する。
2021年度 、56名の参    業   

間伐 と古 を活 した
活動拠点の整 





地域のあ た 未来の 現のために今年度取  んだこと②
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事業名称 ⚫ 地域内  を前提とした小布施  ー ー     グの基 計画の策定

事業の
あらすじ・
ストーリー

具体  敷地を   、 業と  と  を け わ       ーラー      の 
画案を策  、 との協議を 始する    を   、事業 の     の  のファ 
ナ  の方法を  する 

 秩序   で  く地域      から   て    を抑  、地域の  を地域内
 賄  とを  に  る（ ネル ーの地 地 、RE100自治体の目標） 

今年度の
取組

進捗状況 今年度中に、プロトタイプの施設建設に着手することが目標

小布施町浄光寺の
  テーマ ーク
nuovo   



今年度の取 を じて得た   や課題

7

月 活動地域  業化支援

6月
  予 地（浄光寺  ）の 地
 渉 →所  に 概ね了解を 
  く 

事業化支援で、 施 計の  ー
トを頂 、 計   や   や
 業性の評価に  て助言を  
 く 

8月

地域  事業 との 渉 
→昨年度から続く   格の 騰
から、新規発 施 の  に踏 
切   との 答

地域側 新た 発  業 の  
に  て助言を頂く 
→候 と り   団体に声 け
をする のの、事業を  までに
至   

9月

 業     自家     へ
の変更を     の縮    
まで  事業を未経 の団体でで
き    かを   

新た 発  業 、ある は発 
 業 と  会社を  る方法 
 る とを助言   く 

1月

  て   と   志 る 民
を募る  、 ー      グ
の現 視察を計画   関 を 
 てく て、   視察を 整 
→コロ 再拡 によ 延期

 業のEV化、    の活 を 
 る       の見 先を 
整   く 
  整 、3月に      未  



今後の展望
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• 様々な社会変化（電力高騰、COVID-19）にふりまわされてしまうことが多く、地域基盤
事業をしっかりつくっておく重要性を痛感した。

• 基盤事業を進めながら、共同でのインフラ事業ができるのが理想。ただ、コロナ禍でオンライン
以外のコミュニケーションが取りづらかったことで事業の遅れが生じてしまった。

• 事業化支援で柔軟に、様々な支援をしていただいたが、最後はやはり地域側で「誰がやれ
るのか」を決めておけることが大事。いろいろとタイミングが合わないことが多くなってしまったが、
再調整して建設に向けて再チャレンジをしていきたい。

• 他の事業では、新たな繋がりや展開もあり、地域全体で様々な人が地域循環共生圏の構
築を目指して活動が続いていることは、頼もしく「自律分散」していることのメリットを感じるこ
とにもなった。


